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要 約
　2014年は，長野県大町市では2006年に続くツキノワグマ（Ursus thibetanus）が大量に出没した年であった。
特に９月以降，多数のツキノワグマが市内各地に出没し，人身事故は過去最多（７件）となった。本研究では，
長野県が収集した当該地域のツキノワグマ捕獲情報を整理した。また，体毛試料が収集された個体については，
体毛の炭素・窒素安定同位体比を測定し，捕獲地点や被害との関連性，人里への依存度について検討した。そ
の結果，クマの捕獲は北アルプス山麓の高瀬川や鹿島川に沿った地域に多く，特に鹿島川に沿った地域で捕獲
された個体の中には，養魚場に依存していた個体が多数捕獲されていることが明らかとなった。今後，大量出
没ではない平常年の出没状況と比較していく必要はあるが，出没の多寡にかかわらず，当該地域における徹底
したクマを寄せつけない環境づくりによる被害防除・軽減対策が求められる。

キーワード：大町市，ツキノワグマ，大量出没，安定同位体比，人里依存度

は じ め に

　近年，野生動物の人里への出没が増加し，人との
軋轢が顕在化している1)。特に，大型哺乳動物であ
るツキノワグマ（Ursus thibetanus，以下，クマ）
は，農林水産業被害だけでなく，人身事故も発生す
ることから，深刻な社会問題となっている。特に長
野県では，2006年以降，2010年，2012年と，クマの
人里への大量出没が繰り返し発生し，従来の生息地
ではない平野部への出没や被害が頻発するように
なってきた2)。なかでも，2014年における長野県内
のクマの捕獲数や人身事故は，2006年以降過去最多
となった3)。北アルプスはクマの生息密度が高いと
考えられている4)が，北アルプスとその山麓部に位
置する大町市においても同様に，クマの大量出没が
繰り返されてきた。その度に多くのクマが捕獲され
てきたが，それにも関わらず，2014年は過去最高の
捕獲数を記録した上に，人身事故も全県31件のうち
７件が大町市に集中した（図１）。
　クマが人里に出没する原因として，里山の環境変

化により人里周辺の山麓部までクマの生息地になっ
たことや秋の堅果類の凶作が考えられている5)。し
かし，近年の出没増加の背景には，里山の環境変化
や食物資源の年変動だけでなく，地域におけるクマ
をとりまく環境特性やクマの行動特性などの要因が
重なると考えられる。著者らはこれまで，塩尻市に
おけるクマ捕獲個体の体毛の安定同位体比による食
性分析や捕獲場所の解析などにより，牛舎の家畜飼
料が多くのクマを人里に誘引していることを示唆し
てきた6-9)。これにより，この地域におけるクマ対策

受付日　2015年12月28日
受理日　2016年２月12日

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

0

20

40

60

80

100

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

図１　長野県大町市におけるツキノワグマ捕獲頭数と
人身事故件数の推移（2006‒2014年）。（長野県林務
部森林づくり推進課鳥獣対策・ジビエ振興室デー
タより）
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として，電気柵の設置や誘引物除去等のクマを寄せ
付けない環境づくりが必要であることが提言されて
いる9)。大町市においても，今後のクマ対策を考え
るうえで，2014年の状況を整理し，なぜこれほどの
大量出没が起きて人身事故が増加したのか，その原
因を多面的にとらえる必要がある。
　そこで，本研究では，大町市における2014年のク
マの捕獲情報を整理し，体毛試料が収集されている
個体については安定同位体比分析による食性解析を
行い，捕獲場所との関連性などから，クマの出没要
因の解明を試みるとともに今後の対策を考察するこ
とを目的とする。

調査地概要

　本研究の調査地である大町市は長野県の北西部に
位置する（図２）。その中央部には南北に農具川が
流れて北から青木湖，中綱湖，木崎湖が連なり，ほ
ぼそれに沿って JR大糸線が走り，西部には北アル
プスがある。長野県におけるクマの特定鳥獣保護管
理計画（現特定鳥獣第二種管理計画）4)における保
護管理ユニットとして，大町市は２つの地域個体群
に分けられる（JR大糸線以西は「北アルプス北部」，
以東は「長野北部」）（図２）。長野県内では，多雪
地帯である「北アルプス北部」，「長野北部」，「越
後・三国」の個体群で生息密度が高いことが報告さ

図２　調査地（長野県大町市）と長野県ツキノワグマ保護管理ユニット。本研究では，旧美麻村お
よび旧八坂村を除く旧大町市を対象とした。
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れている4)。大町市においては，「長野北部」個体群
である JR大糸線以東は，クマの分布が最近になっ
て拡大しつつあることがわかってきた10)。一方，ク
マの生息密度が高い北アルプスからは高瀬川と鹿
島川が流れて大町市内中心部で合流している。な
お，鹿島川に沿って上流部の山間部と下流部の平
野部に，それぞれ１か所ずつ養魚場が存在する（図
３）。いずれも，ここ10年ほどクマの被害を受けて
きたが，上流部については2013年より電気柵による
被害防除策が実施されている。一方，下流部につい
ては，2013年に宿泊施設等の付属施設は閉鎖された
ものの，養殖池は引き続き使用されている。 

方 法

捕獲情報の整理
　長野県林務部が収集しているツキノワグマ捕獲票
から，2014年に大町市内（美麻・八坂地区除く）で
捕獲された個体情報を抜き出し，捕獲年月日，捕獲

個体の性別，捕獲区分，捕獲地点，捕獲場所の概要，
被害内容を整理した（表１）。捕獲区分は長野県の
規定により，個体数調整，緊急避難，錯誤捕獲，学
習放獣の４つに整理される。すなわち，個体数調整
は，農林業被害などの発生や人身被害のおそれがあ
り，対策を講じてもなお被害が防除できない場合に，
県が許可して実施される捕獲を指す。緊急避難は，
人家やその敷地に侵入するなど日常生活の範囲内で
人身被害が発生したりその可能性が非常に高い場合
に行われる捕獲を指し，捕獲許可の権限は市町村長
に一部移譲される。錯誤捕獲は，他の獣種の捕獲許
可によって捕獲檻やくくり罠などでクマが捕獲され
た場合の捕獲を指し，原則として放獣される。ただ
し，非常に危険な状態で放獣が困難な場合は，緊急
避難または個体数調整として捕殺されることもある。
学習放獣は，非捕殺的対策の一つとして農林業被害
地などで捕獲した個体を奥山など他の場所に放獣す
る場合を指し，県が捕獲を許可する。捕獲票にある

図３　2014年大町市（美麻地区・八坂地区は除く）におけるツキノワグマ捕獲個体の捕獲地点の
メッシュ図。メッシュの色が濃いほど捕獲数が多い地点である。黒丸は養魚場施設，赤丸は人
身事故が発生した地点を示す。鹿島川および高瀬川周辺での捕獲が目立つ。
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表１a　2014年長野県大町市におけるツキノワグマ捕獲個体情報と同位体比分析個体番号。

捕獲日 性別 捕獲区分 捕獲地点 捕獲場所 被害内容 備考 分析個体番号

５月11日 メス 錯誤捕獲 平 海ノ口北側 山林 ―
７月11日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 養蜂 2014‒106
７月20日 オス 錯誤捕獲 大町 中山 山林 ―
８月21日 オス 個体数調整 平 鹿島 農地 コイ 2014‒287
８月28日 メス 錯誤捕獲 平 中綱湖北側 農地 ―
８月28日 メス 錯誤捕獲 平 源汲 農地 ―
８月28日 オス 個体数調整 平 鹿島 農地 コイ 2014‒288
８月31日 メス 個体数調整 平 源汲 農地 水稲 ―
９月２日 メス 錯誤捕獲 /個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ 2014‒105
９月７日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 養蜂 2014‒13
９月11日 メス 個体数調整 平 源汲 農地 水稲 2014‒238
９月12日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 水稲 2014‒12
９月12日 オス 個体数調整 平 海ノ口 農地 水稲 2014‒244
９月13日 オス 個体数調整 平 温泉郷 農地 養蜂 ―
９月13日 メス 個体数調整 平 温泉郷 農地 ―
９月13日 オス 個体数調整 常盤 泉 農地 養蜂 ―
９月13日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 養蜂 ―
９月17日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 水稲 親 2014‒8
９月17日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 水稲 子 2014‒9
９月17日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 水稲 子 2014‒10
９月18日 オス 個体数調整 平 海ノ口 農地 水稲，養殖魚餌 2014‒14
９月21日 オス 個体数調整 常盤 清水 農地 リンゴ ―
９月23日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 ―
９月25日 メス 緊急避難 平 借馬 平地林（住宅地隣接） 人身被害の怖れ 親 ―
９月25日 不明 緊急避難 平 借馬 平地林（住宅地隣接） 人身被害の怖れ 子 ―
９月25日 不明 緊急避難 平 借馬 平地林（住宅地隣接） 人身被害の怖れ 子 ―
９月25日 メス 個体数調整 平 源汲 原野 親 ―
９月25日 オス 個体数調整 平 源汲 原野 子 ―
９月28日 メス 個体数調整 平 新郷 農地 水稲 ―
９月29日 メス 個体数調整 平 野口大出 原野 親 ―
９月29日 メス 個体数調整 平 野口大出 原野 子 ―
９月29日 オス 個体数調整 平 新郷 農地 水稲 ―
９月29日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 栗 親 ―
９月29日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 栗 子 ―
９月30日 オス 個体数調整 平 新郷 原野 ―
９月30日 メス 個体数調整 平 新郷 原野 ―
９月30日 オス 個体数調整 平 野口大出 原野 ―
９月30日 オス 個体数調整 平 野口大出 原野 ―
９月30日 オス 個体数調整 平 野口大出 原野 ―
９月30日 メス 個体数調整 平 野口大出 原野 ―
９月30日 メス 個体数調整 大町 大原 原野 養蜂 ―
10月１日 オス 個体数調整 平 野口北条屋敷 原野 ―
10月２日 メス 個体数調整 常盤 泉 原野 養蜂 親 ―
10月２日 メス 個体数調整 常盤 泉 原野 養蜂 子 ―
10月２日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 2014‒184
10月２日 オス 個体数調整 平 海ノ口 原野 栗 子（単独） ―
10月４日 オス 個体数調整 常盤 泉 原野 リンゴ ―
10月４日 メス 個体数調整 平 野口大出 農地 栗，クルミ ―
10月４日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 栗，リンゴ ―
10月５日 メス 個体数調整 平 西海ノ口 原野 栗 ―
10月５日 メス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦 親 ―
10月５日 メス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦 子 ―
10月５日 メス 個体数調整 平 源汲 農地 水稲 ―
10月６日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 栗，蕎麦 ―
10月６日 メス 個体数調整 平 野口北条屋敷 原野 栗 親 ―
10月６日 オス 個体数調整 平 野口北条屋敷 原野 栗 子 ―
10月７日 メス 個体数調整 平 源汲 原野 /農地 水稲 ―
10月７日 メス 個体数調整 常盤 清水 農地 リンゴ ―
10月８日 オス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦，水稲 2014‒185
10月８日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 ―
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捕獲地点の５kmメッシュ番号は捕獲票に記載され
た地点図をもとに１kmメッシュ番号に変換し，捕
獲地点をメッシュ図で示した（図３）。なお，本研
究では，クマ出没や人身事故の記録が多かった北ア
ルプス北部個体群を中心に検討するため，旧美麻村
と旧八坂村を除いた旧大町市における捕獲個体につ
いて扱うこととした。
捕獲個体の人里依存度の推定
　動物組織の炭素安定同位体比（δ13C）と窒素安
定同位体比（δ15N）は餌の値を反映することが知
られている11-13)。δ13C値は初期生産者（陸上か海
洋か，C3植物系か C4植物系か）の値を反映するた
め食物連鎖の出発点の推定に用いられ，δ15N値は
食物連鎖に従って濃縮されることから栄養段階の推
定に用いられる。従来の胃内容物や糞を用いる食性
解析は一過性の情報しか得られないという短所があ

るが，本手法はそれらを補足する方法としても注目
され，これまで野生動物の食性研究に数多く利用さ
れている14,15)。
　安定同位体比を用いたクマの食性解析は，本来の
生息地である山の動植物（C3植物系）と，里の農作
物であるトウモロコシ（C4植物）や残飯等の人間の
食物（C3植物系と C4植物系，海洋起源が混合），家
畜飼料，養殖魚とその飼料等が異なる同位体比をも
つことを利用して，捕獲個体と被害との関連性を検
討する研究などが行われている16-19)。特にツキノワ
グマの体毛は，活動期である春から秋まで連続して
コンスタントに成長することが分かっており，体毛
の成長に沿ってその炭素・窒素安定同位体比を測定
することにより，人里の農作物や家畜飼料等への加
害履歴を解明することができる20)。その加害履歴を
もとに，捕獲個体の人里依存度が推定できる9)。ク

表１b　2014年長野県大町市におけるツキノワグマ捕獲個体情報と同位体比分析個体番号。（表１aの続き）

捕獲日 性別 捕獲区分 捕獲地点 捕獲場所 被害内容 備考 分析個体番号

10月10日 メス 個体数調整 平 西海ノ口 原野 栗 子（単独） ―
10月10日 メス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦，水稲 ―
10月11日 オス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦，水稲 2014‒182
10月11日 メス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 子（単独） 2014‒183①
10月11日 メス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 子（単独） 2014‒183②
10月12日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 子（単独） ―
10月12日 メス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 子（単独） ―
10月15日 オス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 栗，リンゴ ―
10月15日 メス 個体数調整 平 新郷 農地 栗，蕎麦，水稲 ―
10月16日 メス 個体数調整 平 野口大出 農地 栗 2014‒180
10月16日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 2014‒178
10月16日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 子（親逃走） ―
10月17日 オス 個体数調整 平 上原 農地 リンゴ ―
10月17日 メス 個体数調整 大町 大原 農地 リンゴ，水稲 ―
10月17日 オス 個体数調整 平 野口大出 農地 リンゴ 2014‒181
10月18日 メス 個体数調整 平 源汲 原野 /農地 水稲 2014‒186
10月19日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 ―
10月19日 オス 個体数調整 平 源汲 農地 水稲 ―
10月20日 オス 個体数調整 平 源汲 原野 /農地 水稲 2014‒187
10月20日 オス 個体数調整 平 新郷 農地 水稲 2014‒188
10月21日 メス 個体数調整 常盤 清水 農地 リンゴ ―
10月25日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 2014‒189
10月26日 メス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ，水稲 2014‒190
10月28日 メス 個体数調整 平 二ツ屋 農地 リンゴ 2014‒197
10月29日 メス 個体数調整 常盤 清水 農地 リンゴ 2014‒198
10月31日 メス 個体数調整 常盤 泉 原野 リンゴ ―
11月２日 メス 個体数調整 平 日向山 住宅地 人身被害 2014‒200
11月４日 オス 個体数調整 常盤 泉 原野 リンゴ ―
11月５日 オス 個体数調整 平 日向山 住宅地 人身被害 2014‒202
11月５日 オス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ 2014‒201
11月６日 メス 緊急避難 大町 高根 住宅地 漬物小屋 ―
11月６日 メス 個体数調整 大町 高根 農地 リンゴ 2014‒204
11月６日 メス 個体数調整 平 鹿島 養魚場 養魚 2014‒203
11月21日 メス 錯誤捕獲 /個体数調整 平 海ノ口 山林 ―
11月22日 オス 錯誤捕獲 /個体数調整 平 海ノ口 山林 ―
11月24日 メス 錯誤捕獲 /個体数調整 平 海ノ口 山林 親 ―
11月24日 オス 錯誤捕獲 /個体数調整 平 海ノ口 山林 子 ―
12月３日 オス 錯誤捕獲 /個体数調整 平 海ノ口 山林 ―
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マが山の動植物を食べている場合，体毛のδ13C値
は毛先から根本までほとんど変化を示さない20)。人
里に出没し，トウモロコシ等の農作物や養魚場の養
殖魚やその飼料，人里の残飯等を摂取すると，炭
素安定同位体比，窒素安定同位体比共に比較的高
い値を示すようになる20)。特に C4植物であるトウ
モロコシ（δ13C値－11‰前後21)）は長野県全県で
広く栽培されており（長野県農政部資料より），ク
マによる食害も多い22)。人里由来の食物を摂取した
場合のδ13C値の指標は－21‰以上と報告されてい
る23)。また，養魚場に依存していた個体からは，δ
13C値－19.5‰，δ15N値9.8‰という共に高い値が
報告されている19)。一方，長野県の北アルプス一帯
の山岳域では植物のδ13C・δ15N値が共に低く，そ
こに生息するクマの体毛のδ13C・δ15N値の平均値
もそれぞれ－23.2±0.6‰，1.9±1.0‰（平均値± sd，
n=21）と低い値が報告されている21)。こうした山間
部の中だけで生息している個体の場合，動物質の食
物を摂取した場合などに窒素安定同位体比が高くな
ることはあるが，炭素安定同位体比の変動はほとん
どみられない21)。
　本研究では，これらの報告をもとにして，体毛の
安定同位体比から，捕獲個体が人里由来の食物を摂
取した可能性を検討し，簡易的に次のような人里依
存度の指標を設定した9)。すなわち，体毛全体の炭
素安定同位体比の平均値が－21‰以上かつ窒素安定
同位体比が炭素安定同位体比の上昇とリンクして高
く変動した個体について長期間に渡って人里の食物
を摂取していたと判断し「重度に依存（◎）」とし
た。また，体毛の成長に沿って分析した各細断区分
のうち，炭素安定同位体比が－21‰以上の値をもつ
箇所が部分的にある個体については，ある時期に人
里の食物を摂取していたと判断し「ある程度依存
（○）」とした。炭素・窒素安定同位体比の平均値
は低いが，部分的に急上昇していた個体については，
ごく短期間に集中的に人里の食物を摂取した可能性
があると考えられることから「加害した可能性あり
（△）」とした。
安定同位体比分析
　捕獲個体のうち体毛試料が保管されていた33個体
については，体毛の炭素・窒素安定同位体比分析を
行った（表１の分析個体番号）。体毛試料は，採取
時期によってその年に成長した体毛と前年に成長し
た体毛が存在する。本研究で分析に供した体毛は，
７月に捕獲された１個体（個体番号2014‒106）のみ
捕獲前年（2013年）に成長した体毛であったが，残

り全ての個体は，捕獲された年（2014年）に成長し
た体毛であった。体毛は常温で保存後，蒸留水と
Folch液（メタノール：クロロホルム＝１：２）で
洗浄，乾燥し，数十本を束にして生え際から毛先
に向かって５mmずつに細断し，各細断区分ずつ
0.5mg程度錫カップに量りとったものを安定同位体
比分析用試料とした。
　さらに，当該地におけるクマの誘因の一つと考
えられてきた養魚場のニジマス5個体についても，
2014年７月に採取し，筋肉組織を脱脂，乾燥，粉末
化したものを錫カップに0.5mg程度封入し，安定同
位体比分析に供した。
　試料は元素分析計（EA : Flash 2000, Thermo 
Fisher Scientifi c）を接続した質量分析計（IR‒MS 
: Delta V, Thermo Fisher Scientifi c）にて炭素安
定同位体比（δ13C）・窒素安定同位体比（δ15N）
を測定した。安定同位体比は，標準物質の安定同位
体比からの差異を千分率で示すδ（デルタ）値で定
義され，以下の式で表現する。
δ13C，δ15N（‰）＝(R試料 /R標準物質－1)×1000

R＝13C/12C，15N/14N
　炭素安定同位体比は海水中の HCO3－とほぼ同じ
同位体組成をもつ炭酸カルシウム（PDB），窒素安
定同位体比は大気中の窒素ガスを標準物質としてい
る。測定誤差はδ13Cが±0.1‰（SD），δ15Nが±
0.2‰（SD）であった。

結果と考察

捕獲状況
　長野県が2014年に収集した大町市内（美麻・八坂
地区除く）のツキノワグマ捕獲票は98個体分あった
（表１）。そのうち，オスは45頭，メスは51頭（不
明は２頭）である。大半が成獣の単独個体だったが，
親子グマは９組20頭，単独の幼獣は７頭いた。捕獲
時期と捕獲数は，５月１頭，７月２頭，８月５頭，
９月33頭，10月45頭，11月11頭，12月１頭となり，
９月に急増し，10月が最多であった。ほとんどの個
体が個体数調整により捕獲されており，緊急避難は
４個体（うち３頭は親子），錯誤捕獲は４個体，錯
誤捕獲であるものの個体数調整で駆除された個体は
６個体（うち２頭は親子）であった。学習放獣はな
かった。
　ほとんどの個体は農具川沿いとその西側の鹿島川
および高瀬川沿いで捕獲されていた（図３）。特に，
養魚場近くの平野口大出地区周辺や木崎湖北側周辺，
市役所近くの大町高根地区周辺で目立った。これら
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の地域では人身事故も発生している。ツキノワグマ
の大量出没は，秋のクマの餌となる堅果類の不作
または凶作に起因して発生し，クマの行動圏は拡大
することが報告されている24)。山麓だけでなく，市
役所近くの平野部でも多数のクマが捕獲されている
ことから，多くの個体が行動圏を拡大させていたと
考えられた。また，その経路として鹿島川や高瀬川
の河畔林が使われていると考えられた。捕獲地点の
特徴として，個体数調整では農地で捕獲された個体
が多数を占めた（表１）。一方，錯誤捕獲では山林
内が多く，緊急避難では平地林や住宅地が目立った。
捕獲理由となった被害内容としては，養蜂や水稲，
リンゴ，栗，養殖魚やその餌，蕎麦，クルミなどが
挙げられた。これまで水稲や蕎麦，クルミの被害が
報告されることはほとんどなかったが，大量出没年
の2006年は水稲の被害やオニグルミのクマ棚が多い
ことが報告されており22)，これらの被害は大量出没
時の特徴と考えられる。

捕獲個体の人里依存度
　捕獲個体のうち，体毛の同位体比分析を行った結
果を表２に示した。体毛の同位体比分析を行った33
個体のうち，重度に依存した個体は２個体，ある程
度依存した個体は３個体，加害した可能性のある個
体が３個体検出された（表２）。これら人里に依存
した可能性のあった個体すべてが個体数調整で捕獲
された個体であった。これらの個体の人里依存度を
捕獲地点メッシュ図（図４）にしてみると，人里に
依存した，または，加害した可能性のある個体の多
くは，鹿島川沿いで捕獲されていたことが特徴的で
ある。
　重度に依存した個体は，平海ノ口（個体番号2014
‒14）と平野口大出（2014‒180）でそれぞれ捕獲さ
れており，後者は鹿島川下流部の養魚場に近い位置
であった（図４）。どちらも体毛の成長期間を通じ
て高い炭素・窒素安定同位体比を示しており，特に
９月から10月（図５a）や8月から10月（図５b）に

図４　体毛の同位体比分析を行った捕獲個体の捕獲メッシュと人里依存度。
　図３に示した捕獲地点メッシュのうち，分析個体のあるメッシュを斜線とサンプル数で示した。
また人里に依存した可能性の高い個体については，個体番号と人里依存度を記載した。
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相当する部分でピークがみられ，前者のδ15N値お
よびδ13C値の最大値はそれぞれ +12.7‰，-16.1‰，
後者のδ15N値およびδ13C値の最大値はそれぞ
れ +12.1‰，-17.3‰を示した。鹿島川上流の養魚
場の養殖魚（ニジマス）のδ15N値およびδ13C値
は，それぞれ +13.3±0.5‰，-18.3±0.3‰（平均値
± sd）であり，報告されている北アルプスの山の
植物のδ15N値－3.6±2.1‰およびδ13C値－28.4±
1.8‰よりも非常に高い値である25)。当該地域にお

いて，クマがこれほど高いδ15N値を示すようにな
る食物はこの養殖魚以外にみられないことから，こ
れらの個体は養魚場に重度に依存していたものと
考えられた。ある程度依存した個体と考えられた
３個体のうち，２個体（個体番号2014‒203および
2014‒288）は，鹿島川上流部にある養魚場付近で捕
獲された個体であり，１個体（個体番号2014‒197）
は ,下流側の養魚場跡近くで捕獲された個体である
（図４）。前者の２個体は， 毛先側では比較的低い

表２　2014年長野県大町市におけるツキノワグマ捕獲個体の体毛の窒素・炭素安定同位体比
と人里依存度。

　人里依存度は，重度に依存（◎）：体毛全体の炭素安定同位体比の平均値が－21‰以上か
つ窒素安定同位体比が炭素安定同位体比の上昇とリンクして高く変動した個体，ある程度依
存（○）：炭素安定同位体比が－21‰以上の値をもつ箇所が部分的にある個体，加害した可
能性あり（△）：炭素・窒素安定同位体比の平均値は低いが，部分的に急上昇していた個体，
で示した。*および **は，親子を表す。

サンプル
番号

δ15N(‰ ) δ13C(‰ ) 人里依
存度Ave. range (min-max) Ave. range (min-max)

2014‒106 1.0 -0.4 - 2.4 -23.5 -24.0 - -22.6
2014‒287 -0.2 -0.8 - 0.4 -24.0 -24.2 - -23.6
2014‒288 0.4 -0.9 - 7.1 -22.7 -23.6 - -20.0 ○
2014‒105 1.7 -0.7 - 3.7 -23.3 -24.4 - -22.2
2014‒013 1.1 0.3 - 2.0 -23.2 -23.7 - -22.5
2014‒238 0.1 -0.9 - 1.4 -23.8 -24.3 - -23.5
2014‒244 -0.6 -1.0 - -0.1 -24.5 -24.8 - -24.2
2014‒012 1.0 -0.5 - 2.9 -23.9 -24.1 - -23.7
2014‒008* 2.4 0.1 - 3.4 -22.7 -23.7 - -21.6 △
2014‒009* 3.8 2.9 - 4.1 -22.4 -23.7 - -21.4 △
2014‒010* 3.5 2.6 - 4.0 -22.9 -24.1 - -22.1 △
2014‒014 9.5 6.5 - 12.7 -19.1 -21.9 - -16.1 ◎
2014‒184 -0.6 -1.4 - -0.1 -23.7 -24.3 - -23.2
2014‒185 -0.1 -0.8 - 0.5 -23.9 -24.9 - -22.8
2014‒182** -0.6 -1.2 - 0.0 -23.8 -24.2 - -23.3
2014‒183① ** 2.8 2.2 - 3.5 -23.0 -23.2 - -22.6
2014‒183② ** 2.7 2.5 - 3.1 -22.9 -23.2 - -22.7
2014‒178 1.1 0.2 - 1.7 -24.7 -25.6 - -24.0
2014‒180 8.5 4.9 - 12.1 -19.2 -21.3 - -17.3 ◎
2014‒181 1.1 0.4 - 1.8 -23.9 -24.1 - -23.7
2014‒186 0.9 0.4 - 1.9 -23.6 -24.2 - -23.2
2014‒187 0.5 -0.3 - 1.5 -23.3 -23.6 - -23.2
2014‒188 1.4 -0.3 - 3.3 -23.6 -24.2 - -22.4
2014‒189 -0.9 -1.8 - 0.0 -23.8 -24.0 - -23.5
2014‒190 0.3 -0.9 - 0.7 -23.9 -24.2 - -23.7
2014‒197 6.5 4.3 - 7.8 -21.2 -22.5 - -20.2 ○
2014‒198 0.4 -0.4 - 0.9 -23.2 -23.7 - -22.3
2014‒199 2.0 0.5 - 2.5 -23.7 -26.0 - -22.8
2014‒200 -0.1 -0.5 - 0.3 -23.4 -24.0 - -22.8
2014‒201 0.5 -0.3 - 1.0 -23.5 -24.0 - -22.3
2014‒202 0.6 -0.1 - 1.9 -24.0 -24.3 - -23.7
2014‒203 5.1 2.7 - 7.3 -21.2 -23.0 - -19.1 ○
2014‒204 0.3 0.0 - 0.7 -23.4 -23.9 - -22.8
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δ13C・δ15N値を示していたが，2014‒203は８月以
降，2014‒288は10月に入ってδ13C・δ15N値が共に
急激に上昇しており，秋の不作により人里に依存
するようになったと考えられた（図５c，d）。一方，
加害した可能性のある３個体は親子（母グマと子グ
マ２頭）で，前述のある程度依存した個体ほどでは
ないものの，その他の人里に依存していないと考
えられた個体（例えば2014‒184，2014‒200（図５e，
f））と比較すると ,比較的高いδ13C・δ15N値を示
しており，なんらかの人里の食物を摂取していた可
能性が考えられた。その他の個体は，特に目立った
δ13C・δ15N値の変動は見られず，養魚場をはじめ，
人里に依存した可能性は低いと考えられた（例えば
2014‒184，2014‒200（図５e，f））。

　2014年は，９月以降に捕獲数が急増し，人身事故
７件もすべて９月以降に発生した（９月３件，10月
３件，11月１件）。長野県では，クマの出没予想の
ために堅果類の豊凶調査を行っているが，2014年９
月26日付のプレスリリースによると，2014年のブナ
の実りは全般的に凶作，ナラ類は大町市を含む北安
曇地域では不作と報告されており26)，秋のクマの出
没が懸念されていた。従って，2014年は，山間部に
おいて９月以降に堅果類などの餌不足により，クマ
が餌を求めて大町市の平野部にまで下りてきたと考
えられる。特に，鹿島川と高瀬川に沿った地域で捕
獲数が多く，これらの河川を経路にして大町市の住
宅地や市街地にまで出没した可能性があることが分
かった。また，鹿島川上流部と下流部のそれぞれの
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図５　分析個体⒜2014‒14，⒝2014‒180，⒞2014‒203，⒟2014‒288，⒟2014‒184，⒠2014‒
200の体毛の炭素・窒素安定同位体比。

　左縦軸はδ13C値（●） ，右縦軸はδ15N値（□）を示す。それぞれの軸に養魚場のニジ
マスの平均値を表示した．横軸は体毛の全長を100としたときの毛根からの相対距離を示
す。ツキノワグマの体毛は６月頃に生え始め，比較的コンスタントに成長し，10月末に成
長を終えることから，全長を５等分し，それぞれに相当する月を当てはめた20,21)．
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養魚場周辺での捕獲も目立つ。これらの施設にクマ
が誘引されている可能性がある。上流部の養魚場は
2013年よりすでに電気柵で被害防除対策が実施され
ているが，それにも関わらず捕獲数が多いのは，過
去に誘引されたクマが2014年にも施設周辺を徘徊し
たり，養殖魚の残渣や飼料などに引き寄せられてい
るのかもしれない。このような過程を経て，大町市
の平野部のいたるところで人身事故が広がったもの
と考えられる（図３）。さらに，人為的な食物源に
依存していたと考えられた個体のほとんどは，養魚
場近くで捕獲されており，これらの施設に誘引され
た可能性がある。また，重度に依存した個体の中に
は養魚場から離れたところで捕獲された個体（個体
番号2014‒14）もおり，これらの施設に誘引されな
がらも平野部を広く徘徊する個体が存在することが
考えられる。一方，人為的な食物に依存していない
個体も多くが平野部で捕獲されており，通常は人里
に出没しないような個体も，2014年は平野部まで降
りてきたことが考えられる。
　これらのことを考え合わせると，養魚場や果樹園，
残飯などの生ごみなど，クマを誘引する原因を放置
することにより，2014年のような大量出没の年を
きっかけにして，人里に依存するより多くのクマを
作り出すことにつながる。従って，このような原因
を放置することで，大量出没が繰り返される度に人
身事故を含むクマの被害がより拡大することが懸念
される。
　今後，大量出没ではない平常年の出没状況と比較
していく必要はあるが，出没の多寡にかかわらず，
当該地域においては，養魚場や果樹園などは電気柵
で被害防除策を実施し，生ごみなどは適正に処理す
るなど，クマを誘引するような原因を通常から取り
除いておく対策が必要である。また，クマが山から
市街地へ下りてくる経路と考えられた鹿島川および
高瀬川については，河畔林を伐採して開けた環境に
したり，大規模柵を設置するなどの対策が有効であ
ると考えられる。
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Asiatic black bears in Omachi City, Nagano, captured in 2014 and their 
dependence on human-origin food
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Summary

In Omachi City, Nagano Prefecture, a mass intrusion of Asiatic black bears (Ursus thibetanus) 
occurred in 2014. After September, in particular, a high incidence of bears were reported across the city, 
and the number of human injuries, on encounter with bears, summed up to be as high as 7 cases. In this 
study, we marshaled the captured bear data in Omachi obtained by Nagano Prefectural Offi ce in 2014. 
Hair samples were also analyzed for carbon and nitrogen stable isotope ratios to examine the degree of 
dependence of bears on human-origin food, and to look into the relevance of captured sites and damages. 
The analysis revealed that many bears were captured in submontane area along the Takase and Kashima 
rivers, and that some bears, which were captured in areas along the Kashima river, were heavily 
dependent on fi sh culture farms.

Although, we need to compare this result with other data obtained in normal years without mass 
intrusion of bears, it is imperative to take strict measures such as removal of bear attractants in these 
areas, regardless of the extent of bear intrusion, to prevent further damages by bears.

Key words: Asiatic black bear, mass intrusion, confl ict, stable isotope, feeding habit


